
（注）費用は、厚生省が示している試算です。今後、価格が変わることが考えられます。 

●施設サービスの平均利用額 

●在宅サービスの平均利用額 

施設名 目的 サ―ビス費用（月額） 

要介護 

介護老人福祉施設 介護が中心となり、医療行為はほとん
ど行われない 31万5干円程度 

介護老人保健施設 介護老人福祉施設と介護療養型医療施
設の中間的存在 33万9干円程度 

介護療養型医療型施設 介護と医療行為を行う 46万I干円程度 

要介護度 身体の状態 サ―ビス例 サ―ビス費用（月額） 

要支援 日常生活の能力はあるが、入浴など―
部介助が必要 週2回の通所リハビtJテ一ション 6万円程度 

要介護度4 立ち上がり、歩行が不安定。排過、入
浴など一部介助が必要 毎日なんらかのサ一ビス 17万円程度 

要介護度2 立ち上がり困難。排世、入浴など―部
または全体の介助が必要 

週3回の通所介護等を含む毎日のサ―
ビス 2〇万円程度 

要介護度3 寝返り困難。排池、入浴、衣服の着脱
など全面的介助必要 

夜間の巡回訪問介護を含めて、1日2 
回のサ一ビス 26万円程度 

要介護度4 排池、入浴、衣服の着脱など多くの行
為で全面的介護が必要 

夜間の巡回訪問介護を含め、I日2--' 
3回のサ一ビス 31万円程度 

要介護度5 生活全般にっいて全面的な介護が必要 早朝、夜間の巡回訪問介護を含め、1 
日3~4回のサ一ビス 35万円程度 
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サ
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③
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収
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庭
を
訪
間
し
、

療
養
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本
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も
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管
理
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る
 

事
代
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こ
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デ
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サ
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ビ
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帰
り
介
護
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と
な
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
食
 
デ

イ
サ
ー
ビ
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セ
ン
タ
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な
ど

事
代
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己
負
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入
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⑦
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介
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介
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⑨
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⑩
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取
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介
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介
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介
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介
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介
護
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介
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夏
の

交
通
安
全
運

動
 

第
八
回
サ
ン

ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
夏
ま

つ
り
 

高
め
よ
う
福
祉
の
心
 

広
め
よ
う
愛

の
輪
を
 

広報かなぎ（8) 

ト
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
し
、
 

交
通
安
全
に

一
役
 

＋
手ゾ
A
 

二
（
 

第
十
七
回
リ
レ
ー
式
青
空
交
通

安
全
大
会
が
七
月
二
十

一
日
、
保

健
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

交
通
安
全
大
会
に
は
、
母
の
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
各
保
育
所
の
園

児
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
交

通
事
故
防
止
を
訴
え
る
リ
レ
ー
旗

の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
後
、
鳴

海
町
長
が
 
「
こ
れ
か
ら
の
夏
休
み

期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
防
止
に
地
域
住
民
が

一
体
と
な

っ
て
努
め
ま
し
ょ
う
」
 
と
交通
安

全
を
呼
び
か
け
、
葛
西
文
昭
金
木

地
区
安
全
協
会
長
と
山
口
康
男
金
 

斜
陽
館
に
 

貴
重
な
資
料
 

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 
に

こ
の
ほ
ど
、
太
宰
治
の
直
筆
原
稿
、
 

初
版
本
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
千
葉
県

の
桜
岡
孝
治
さ
ん
か
ら
随
筆
「
走

ラ
ヌ
名
馬
」
と
「
序
」
 
の
直筆
原

稿
八
枚
、
奈
良
県
の
八
幡
修
蔵
さ

ん
か
ら
小
説

「
薄
命」
 
の
初
版
本

ほ
か
九
点
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
も
 
 

木
警
察
署
長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
第
四
保
育
所
の
鎌
田

大
輝
く
ん
と
今
ひ
か
る
ち
ゃ
ん
が
 

「
道路
は
右
側
を
歩
き
ま
す
。
道

路
で
は
遊
び
ま
せ
ん
。
道
路
を
渡

る
と
き
は
左
右
確
認
し
ま
す
」
と

声
を
合
わ
せ
て
元
気
に
安
全
官
三
「
 

し
、
参
加
者
全
員
で
交
通
安
全
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

後
日
、
各
保
育
所
の
園
児
た
ち

が
交
通
安
全
マ
ス
コ
ツ
ト
の
配
布

を
し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ

ー

ー
人

ひ
と
り
に
 
「信
号
を
守
っ
て
交
通

安
全
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
 

の
ば
か
り
で
す
が
、
特
に
 
「
走
ラ

ヌ
名
馬
」
 
の
直筆
原
稿
は
、
欄
外

に
 
『・・
‘
カナ
ラ
ズ
カ
タ
カ
ナ
ノ
マ

マ
ニ
、
タ
ノ
ミ
マ
ス
。
』
と
書
い

て
あ
る
通
り
、
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ

書
き
の
珍
し
い
作
品
で
、
太
宰
治

署
名
で
は
初
期
の
も
の
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
資
料
は
、
現
在
、
太
宰
治

記
念
館
内
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
 

訪
れ
た
人
た
ち
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
 

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
東
ケ
丘

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園
長
ー
花

田
昭

一
）
の
夏
祭
り
が
七
月
ニ
十

四
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

始
め
に
花
田
園
長
が
 
「今
ま
で

精
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
き
た
成
果

を
発
揮
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
鳴
海
町

長
の
 
「
最後
ま
で
み
ん
な
で
こ
の

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」
 
と

の
激
励
の
言
葉
に
引
き
続
き
、
さ

っ
そ
く
た
く
さ
ん
の
催
し
も
の
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

中
柏
木
愛
好
会
に
よ
る
嘉
瀬
の

奴
踊
り
と
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
保

存
会
に
よ
る
荒
馬
が
披
露
さ
れ
た

後
、
園
生
と
職
員
に
よ
り
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム
独
自
の
登
山
ば
や
し

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
園
生
た
ち

は
こ
の
日
の
た
め
に
、
保
存
会
の

指
導
を
受
け
、
今
ま
で
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
 一
生
懸
命
に
踊
る
園

生
の
姿
に
、
詰
め
掛
け
た
家
族
や

町
民
ら
か
ら
大
き
な
拍
手
と
声
援
 
 

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
 

夜
空
に
咲
い
た
大
輪
に
会
場
全
体

が

一
層
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
全

員
が
輪
に
な
っ
て
盆
踊
り
。
雨
が

降
る
一
幕
が
あ
っ
た
も
の
の
最
後

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
 

ト
拍
手
と
歓
声
に
 

包
ま
れ
た
園
生
ら
 

(
 

(
 



年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
 

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
（
死
亡

届
）
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金

を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
す
る
と

消
滅
し
ま
す
。
遺
族
の
方
な
ど
が
 

「
死亡
届
」
を
市
町
村
役
場
か
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
「
死
亡
届
」
 

年
金
受
給
者
が

死
亡
し
た
時
は
 

届
出
を
忘
れ
ず
に
 

に
は
、
 「年
金
証
書
」
 
の
ほか
死

亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書

類
（
戸
籍
抄
本
、
死
亡
診
断
書
な

ど
）
を
添
え
て
下
さ
い
。
こ
の
届

が
遅
れ
ま
す
と
年
金
を
多
く
受
け

取
り
過
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
死
亡
し
た
方
が
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
 

て
い
る
場
合
は
、
遺
族
の
方
が
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
未
支

給
年
金
）
。
こ
れ
は
、
年
金
を
受

け
て
い
た
方
が
死
亡
当
時
そ
の
方

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
①
配

偶
者
②
子
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹
の
順
で
請
求
で
き
ま

す
。
 
「
未支
給
・
年
金
保
険
給
付

請
求
書

」
 
に
 
「
年
金

証
書
」
、
 

「
戸
籍
謄
本
」
と
年
金
を
受
け
て

い
た
方
と
請
求
者
が
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
 

（
住
民
票
等
）
、
振
込
み
に
な
る

ロ
座
の
通
帳
等
を
添
え
て
、
市
町

村
役
場
か
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
 

国民年金情報 
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一
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D
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S
E
E
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A
N
 

（
デ
ィー
ン

・
ス
ィ

ー
マ
ン
）
 

カ
ナ
ダ
 
ア
ル
バ
ー
タ
州
 

エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
出
身

年
齢

…
2
3歳
 

趣
味

…
読
書
 

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
サ
ッ
カ

ー
 

金
木
町
の
み
な
さ
ん
へ

金
木
町
は
自
然
が
豊
か
で
、
住

ん
で
い
る
人
た
ち
も
と
て
も
友
好

的
な
の
で
金
木
町
に
住
む
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
 

私
は
、
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ

の
大
学
で

一
年
間
日
本
語
を
勉
強

し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
あ
ま
り
得

意
で
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら

の
一
年
間
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の

出
会
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

い
つ
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
 

金
木
町
の
子
供
た
ち
に
英
語
を

教
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
 

よ
う
こ
そ
金
木
町へ
 

外
国
語
指
導
助
手
 

デ
ィ
ー
ン
・ス
ィ
ー
マ
ン
さ
ん
 

児
童
・
生
徒
の
語
学
教
育
の
充

実
を
図
り
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し
た
外

国
青
年
招
致
事
業
で
、
金
木
町
に

や
っ
て
来
た
デ
ィ
ー
ン
・
ス
ィ
ー
 

マ
ン
さ
ん
。
七
月
十
九
日
付
で
辞

令
を
受
け
、
今
後

一
年
間
の
予
定

で
、
町
内
の
子
供
た
ち

（
主
に
中

学
生
）
に
英
語
の
指
導
を
し
な
が

ら
地
域
と
の
国
際
交
流
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
 

ト
辞
令
交
付
後
、
鳴
海
町
長
ら
と

並
ん
で
ニ
ッ
コ
リ
（左
か
らニ
人
目
）
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ど
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？
」
テ
ン
ト
の
 

組
み
立
て
は
む
ず
か
し
い
な
あ
 

！
《
」？
‘
、
し【
、
、
 

立
市
ーゴZ
レ
、
‘一
，オ
J
d

し
 

H
小
P
T
A

ー
 

川
倉
小
学
校
P
T
A

（
会長
ー
 

中
谷
金
義
）
主
催
の
親
子
ギ
ャ
ン

プ
が
七
月
ニ
十
四
日
、
全
校
児
童

と
教
職
員
、
父
兄
ら
約
百
ニ
十
人

が
参
加
し
て
町
営
オ
ー
ト
ギ
ャ
ン

プ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

児
童
、
P
T
A
の
交
流
と
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
5
 

回
目
。
「子
供
た
ち
の
自
主
性
を
」
 

と
の
狙
い
か
ら
、
炊
事
以
外
の
テ

ン
ト
設
営
や
ギ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
 
 

ー
の
準
備
な
ど
は
、
す
べ
て
児
童

ら
が
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
強

風
の
中
で
の
テ
ン
ト
張
り
に
は
四

苦
八
苦
。
父
兄
ら
に
指
導
を
受
け

た
り
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う

な
ど
み
ん
な
で
協
力
し
て
テ
ン
ト

を
立
て
て
い
ま
し
た
。
 

日
も
暮
れ
か
か
っ
た
こ
ろ
、
ギ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
始
ま
り
、
 

手
作
り
の
ト
ー
チ
を
手
に
し
た
全

児
童
ら
が
参
加
し
て
火
の
リ
レ

ー
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

他
に
も
、
花
火
や
出
店
、
き
も

だ
め
し
と
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が

行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
夏
休
み
の

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 



生
家
の
二
階
・
洋
間
・
離
れ

・

蔵
等
は
改
め
て
書
く
こ
と
に
し
て
、
 

要
望
も
あ
り
「
今
、
な
ぜ
太
宰
か
」
 

と
い
う
こ
と
で
記
述
し
て
み
ま
す
。
 

昨
年
は
没
後
五
十
年
、
今
年
は

生
誕
九
十
年
祭
と
い
う
こ
と
で
、
 

さ
か
ん
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
そ
れ

は
没
後
五
十
年
を
経
て
、
時
を
越

え
、
国
境
を
越
え
て
た
く
さ
ん
の

人
に
愛
読
さ
れ
、
新
た
な
評
価
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

新
聞
「
社
説
」
 

平
成
十

一
年
六
月
十
九
日
付
の

東
奥
日
報
社
説
に
、「
太宰
治

・
九

十
歳
の

『生
誕
祭
』
」
 
と
掲
載さ

れ
ま
し
た
。
 〈
…
戦
後
に
な
る
ま

で
は
少
数
の
愛
好
家
に
読
ま
れ
て

い
た
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
死
の

前
後
か
ら
広
範
な
読
者
に
熱
愛
さ

れ
、
い
ま
も
若
い
新
た
な
読
者
を

獲
得
し
て
い
る
。
言
葉
の
持
つ
魔

術
性
を
極
限
に
駆
使
し
て
時
代
の

不
安
や
生
き
る
悲
し
み
、
罪
意
識
、
 

人
間
へ
の
不
信
と
そ
れ
で
も
や
み

が
た
い
愛
へ
の
願
い
な
ど
言
い
難

い
心
の
秘
め
事
を
含
差
に
も
だ
え

な
が
ら
告
白
し
、
作
品
に
定
着
さ

せ
て
い
く
。
読
者
は
ま
る
で
自
分

の
心
の
秘
密
を
指
摘
さ
れ
、
代
弁

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
動
と
親
近

感
を
覚
え
る
太
宰
文
学
は
、
他
の
 
 

文
学
に
は
求
め
得
ら
れ
な
い
魅
力

な
の
だ
ろ
う
。
四
十
八
年
に
処
女

出
版
さ
れ
た
『
人
間
失
格
』
 
は
、
 

夏
目
激
石
を
抜
い
て
、
 い
ま
だ
に

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け
て
い
る
。
 

…
〉
と
、
太
宰
文
学
の

魅
力

と
 

「今
な
ぜ
太
宰
か
」
を
好
意
的
に

論
説
し
て
い
ま
す
。
 

太
宰
作
品
を
読
ん
で
 

太
宰
文
集
「
新
樹
」
一
一
 

号
に
、
金
木
高
校
三
年
吉
 

村
友
希
さ
ん
は
 
令
・
今
回
 

「
女生
徒
』
 
と
いう
小
説
 

を
読
ん
で
、
私
は
初
め
て
 

太
宰
治
の
作
品
が
人
々
の
 

心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
 

理
由
を
理
解
し
た
よ
う
な
 

気
が
し
ま
し
た
。
五
十
数
 

年
と
い
う
年
月
が
流
れ
て
 

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

ま
る
で
現
在
の
読
者
で
あ
 

る
私
の
心
情
を
文
章
に
し
 

た
か
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
 

色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
心
を
感
じ
、
 

私
も
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
…
私
は
一
美
し
く
生
き
た

い

”
と
思
って
い
ま
す
。
〉
 
と
、
 

太
宰
作
品
が
私
の
心
を
と
ら
え
て

離
さ
な
い
埋
由
と
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
感
動
的
に
書
い
て
い
ま
す
。
 
 

金
木

町
太
宰

会

々
長
 

査
」叫
木
 
下
 

巽
 

文
庫
本
で
ト
ッ
プ
 

太
宰
著
書
の
中
で
、
も
っ
と
も

シ
ン
プ
ル
な
の
が
文
庫
本
で
三
百

円
か
四
百
円
で
入
手
で
き
ま
す
。
 

「新
潮
文
庫
」
は
、
戦
後
五
千
冊

前
後
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
中
で
、
 い
ま
ト
ッ
プ
で
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
が

『
人間
失
格
』
 
です
。
 

◇
平
成
十
一
年
七
月
現
在
の
発
行
 

・

二
位
 
夏
目
激
石
「
こ
こ
ろ
』
 

五
百
三
十
六
万
部
 

・

三
位
 
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

ー
 

「老
人
と
海
」
 

四
百
十
七
万
部
 

・

四
位
 
武
者
小
路
実
篤
「友
情
』
 

三
百
七
十
五
万
七
千
部
 

・

五
位
 
カ
ミ
ュ

「
異邦
人
』
 

三
百
七
十

一
万
四
千
部
 

・

六
位
 
島
崎
藤
村

『破
戒
』
 

三
百
五
十
九
万
部
 

・

七
位
 
サ
ガ
ン
 

「
悲
し
み
よ
 

こ
ん
に
ち
は
』
 

三
百
五
十
四
万
五
千
部
 

・

八
位
 
夏
目
瀬
石
『
坊
ち
ゃ
ん
』
 

三
百
四
十
六
万
九
千
部
 

・

九
位
 
川
端
康
成

『雪
国
』
 

三
百
三
十
五
万
二
千
部
 

・

十
位
 
太
宰
治

『
斜陽
』
 

三
百
二
十
七
万
三
千
部

ベ
ス
ト
テ
ン
に
二
作
品
、
名
を

連
ね
て
い
る
の
は
太
宰
さ
ん
と
夏

目
激
石
だ
け
で
す
。
渡
部
教
授
は
 

「
瀬
石
は
、
大
学
生
に
強
制
的
に

買
わ
さ
せ
る
面
が
あ
り
、
太
宰
は
、
 

読
み
た
く
て
自
分
か
ら
買
っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
す
」
 
と
、太
宰

を
知
る
会
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
 

『
斜陽
』
 
『
走
れメ
ロ
ス
』
 
も
、
 

毎
年
そ
れ
ぞ
れ
四
万
か
ら
五
万
部

以
上
出
て
い
ま
す
。
新
潮
文
庫
の

太
宰
本
は
全
部
で
十
七
冊
、
そ
の

発
行
部

数
は
千
八
百
万
部
以
上

だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
創
元
文

庫
、
角
川
文
庫
、
中
央
公
論
社
文

庫
、
講
談
社
文
庫
、
旺
文
社
文
庫
 
 

等
々
を
加
え
る
と
太
宰
文
庫
は
数

千
万
部
に
達
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

没
後
五
十
年
を
経
て
、
今
な
お
圧

倒
的
な
共
感
を
も
っ
て
読
み
継
が

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

現
役
で
も
、
発
行
部
数
で
太
宰
さ

ん
に
太
刀
打
ち
で
き
る
純
文
学
作

家
は
、
ご
く
少
数
と
の
こ
と
で
す
。
 

ま
さ
し
く
郷
土
の
誇
り
で
す
。
 

生
徒
の
感
想
 

令
・
『
人間
失
格
』
を
読
ん
で
 

「
こ
れ
は
、
凄
い
。
」
 
そう
思
い

ま
し
た
。
内
容
の
す
べ
て
を
理
解

で
き
た
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
 

何
か
と
て
つ
も
な
く
大
変
な
こ
と

が
、
こ
の
小
説
に
は
書
か
れ
て
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
お
バ
カ
な
私

に
さ
え
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
小

説
を
書
く
こ
と
が
出
来
た
太
宰
治

は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
生
を
送

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ど
う
し
た
ら
、
 

こ
ん
な
小
説
が
書
け
る
の
だ
ろ
う

か
。
…
 
「
太宰
治
っ
て
ス
ゴ
イ
」
 

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
本
当
に
、
 

本
当
に
、
心
か
ら
ス
ゴ
イ
と
思
い

ま
し
た
。
〉
 
（
新
樹
四
号
金
高
三

年
大
川
麻
美
）
 

〈
こ
の
「
人間
失
格
』
 
を読
ん

だ
お
か
げ
で
、
こ
の
作
品
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
本

当
に
、
こ
の
本
に
出
会
え
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

作
品
を
書
い
た
人
物
が
金
木
町
に

住
ん
で
い
た
な
ん
て
、
こ
り
や
い

い
所
に
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
〉
 

（
新
樹三
号
南
中
二
年
今
義
拓
）
 

▲口ングセラーの「人間失格」をはじめとする
文庫本のかずかずと、太宰文集「新樹」 

部
数
は
、
 

・

一
位
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

太
宰
治

『
人
間
失
格
』
 

毎
年
十
万
部
以
上
で
、
 

累
計
五
百
三
十
六
万
六

千
部
。
毎
年
平
均
三
回

増
刷
さ
れ
、
没
後
五
十

年
の
三
月
に
一
万
部
、
 

五
月
に
八
万
部
増
刷
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

広報かなぎ（1の 

(
 

(
 



子防対策 
（ルールの改正〕 

｝選手 選手強化 

治療法の確立 

健康維持・増進 

｝教青 

ースポーツを理解 

ー受傷機転の解明 

ー発生機序の解明 

ー危険の認識 

ー用具・グラウンド 

ー救急活動 

―初期治療 

一症例の積み重ね 

ー病態の解明 

ーアスレチック・リハビリテーション 

ーメディカルチェック 

ー健康管理 

ートレーニング処方 

ーコンディショニング 

ースポーツ心理学 

ーバイオメカニクス 

ー医事相談 

―一講 義 

ースポーツ医学 

スポーツ・医療現場 
イ
×
 

1

ス
ポ
ー
ツ
医
ー

セ
ン
タ
ー
 

《
 
ス
ポ
ー
ツ
外
来
 

ー
 
学
校
体

青
 

ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
 

L
ー
 
学

生
ス
ポ
ー
ツ
（
部
活
）
 

ー
・
企
業

ス
ポ
ー
ツ
 

ー
 
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
 

ー
プ

ロ
・
ス
ポ
ー

ツ
 

ー
 
ス

ボ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
 

ー
市
民
ス
ポ
ー
ツ
 

‘
ー
身

障
者

ス
ポ
ー
ツ
 

、
かノ
 

理学療法士

トレーナー 

スポーツ医の役割と研究課題 
（「ケガをしたときのスポーツ医へのかかり方」より） 

へ
 

(
 

金
木
病
院
カ
ル
テ
⑩
 

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
 

産
婦
人
科
 
田
 
村
 

一
 
朗
 

つ
い
先
日
、
ス
ポ

ー
ツ
立
県
宣

言
が
行
わ

れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ

参
加
、
ま
た
は
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
 

金
木
病
院
カ
ル
テ
で
は
 
「
ス
ポー

 

ッ
医
学
」
そ
の
中
で

も
「
ス
ポ

ー
 

ツ
ド
ク
タ

ー
」
 
の役
割
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

か
つ
て
は
ご
く
一
部

の
人
の
楽

し
み
で
し
か
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

で
す
が
、
現
在
で
は
、
老
若
男
女

が
参
加
し
、
そ
の
目
的
も
健
康
維

持
・
増
進
、

楽
し
み
、
教
育
、
目

標
達
成
、
リ
ハ
ピ
リ
、
社
交
に
至

る
ま
で
様

々
で
す
。
運
動
不
足
病

な
る
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
健
康
に

と
っ
て
 
「生
涯
ス
ポ

ー
ツ
」
も
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
こ

の
よ
う
に
私

た
ち
の
生
活
に
切
り

離
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

ス
ポ

ー
ツ
に
お
い
て
、
け
が
を

完
全

に
予
防
す
る
こ
と

は
困
難
で

す
。
幸
い
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

け
が
の
多
く
は
軽

い
も
の
で
す
が
、
 

軽
い
け
が
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
上
で

は
大
き
な
影
響
が

あ
り
ま
 
 

す
。
ま
た
、
競
技

レ
ベ
ル
が
高
く

な
る
ほ
ど
、

け
が
の
程
度
も
重
く

な
っ
た
り
、
ま
た
、
練
習
量
増
加

に
よ
り
、
使
い
す
ぎ
症
候
群

o
V
 

E
R
U
s
E
s
Y
N
D
RO
M
E
 

と
呼
ば
れ
る
故
障
な
ど
も
発
生
し

易
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
障
害
に

よ
り
、
練
習
・
試
合

に
参
加
で
き

ず
、
焦
り
、
不
安
、
絶
望
、

い
ら

い
ら
な
ど
を
訴
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
、

バ
ー
 

ン
ズ
ア
ウ
ト
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
ら
を
、
治
療
さ
ら

に
は
予
防

す
る
こ
と

も
ス
ポ

ー
ツ
医
学
の

一

分
野
と
い
え
ま
す
。
現
在
、

ス
ポ
 

ー
ツ
医
学
は
、
そ
の
対
象
を

一
流

ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら

一
般
大
衆
へ
、
 

さ
ら
に
治
療
の
医
学

か
ら
予
防
の

医
学
へ

と
転
換
し

て
き
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め

に
、
ス
ポ

ー
ツ
外
傷
・

障
害
に
関
す
る
知
識
、
テ
ー
ピ

ン

グ
、
 マ
ッ
サ
ー
ジ
、
 ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク
（
突

然
死
の
予
防
）
、
年
齢

・
性
に
適

し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
何
か
、
合
併
症

を
持
つ
人

の
ス
ポ
ー
ツ
、

ス
ポ

ー
 
 

ツ
と
運
動
療
法
、
ド
ー
ピ
ン
グ
に

つ
い
て
、
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
 

救
急
処
置
な
ど
に
つ
い
て
の
啓
蒙

も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ス
ポ

ー
ツ
ド
ク
タ

ー
と
は
、

ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
医
者
の

こ
と
で
は

な
く
、

ス
ポ
ー
ッ
医
学
に
も
と
づ

い
て
、
ス
ポ
ー
ッ
選
手

の
外
傷
、
 

障
害
の
予
防
、
治
療
、

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
医
師
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
青
森
県
で

は

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
会
に
現
在

八
十
七
名
が
登
録
し
、

西
北
五
地

区
で
は
私
を
含
め
て
六
名
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
健
康
管
理
、
ス
ポ
ー
ッ
障
害
・

ス
ポ
ー
ッ
外
傷
の
診
断
、

治
療
、
 

子
防
、

ス
ポ
ー
ッ
選
手

の
健
康
診

断
、
競
技

会
開

催
の

医
事
運
営
 

（
安
全
面
の
管
理
）
、
各
種
大
会

に
お
け
る
チ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
と
し

て
の
参
加
等
で
、
良
い
チ
ー
ム
作

り
、
競
技
力
向
上
を
目

標
に
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

実
際

の
活
動
と
し

て
は
、
国
体

を
は
じ
め
各
種
の
大
会

に
帯
同
ド

ク
タ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ド
ク
タ

ー
 

（
競
技
に
よ
っ
て
は
医
者
の
立
ち

会
い
が
な
け
れ
ば
、
試
合
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
…
ラ

グ
ビ
ー
）
と
し
て
参
加
し
た
り
、
 

ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
に
関
す
る
講
義
 

（
ス
ポ

ー
ッ
選
手
の
父
兄
対
象

）
、
 
 

ス
ポ

ー
ッ
障
害
の
子
防
、
選
手
の

健
康
管
理

（
今
の
時
期
で
は
熱
中

症
予
防
な
ど
）
に
つ
い
て
指
導
者

や
選
手
に
講
義
も
し

た
り
、
専
門

科
で
あ
る
産
婦
人
科
で
は
生
理
中

の
運
動
や
試
合
の
た
め
生
理
の
移

動
に
関
す
る
相
談
を

受
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
 

指
導
者

の
中
に
は
、
こ
ん
な
こ

と
で
医
者
を
派
遣
し

て
も
ら
う
の

は
気
が
引
け
る
と

か
、
お
金
が
か
 
 

か
る
の
で

は
、
け
が
を
し
た
ら
そ

の
と
き
診
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
か
、
 

思
っ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
の
大
部
分
は
自
分
が
何
ら
か

の
ス
ポ
ー
ツ
の
経

験
者
で
す
。

ス

ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
大
部
分
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
現

場
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
是
非

一

度
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

(n）広報かなぎ 



県
 

瀬県木 沢木木 
川
原
 

戸
籍
の
窓
 

七

月
届
出

分
 

お
め
で

と

う
 

松

川
 
晴

」
「
（正
樹
）
嘉

須
崎
 

蓮

（
秀
勝
）
嘉

吉
 
田
 
磨
実

（
正
人
）
金
 
木瀬瀬 

平田 白安小

井中 川 田 林 

夏か 愛あ優e 

乃の綾I巳み音ね妙を 

兼祐浩こ一 II;J 
否帯 In 満保
仁平悦 lI山リ I円、 

嘉金川 金金

瀬木倉木木 

お
し
あ
わ
せ
に
 

荒

井 寧 

々（直人

） 

大

石 

慎

仔（員

治

） 

西村 

佑

望

（達彦

） 
金金金 

木木木 

、
、
 

ノ
 

人
 
ロ
と

世
帯
 

／
 

、
 

7 月末現在 

、 

前年同月比 

男 5,819人 △ 42人 

女 6,371人 △ 79人 

計 12,190人 △ 121人 

世帯数 3,947 10 

ノ 

はじめま して 

、 	く 

真ま 

子こ 

‘ご、 寧ね 

々ね 声‘ 
妙窒 

ようこそ我が家へ 最高のプ 
レゼントありがとう 

（家族ー同） 

おもいやりのあるやさしい f 
になってほしい 

（母真由美よリ） 

健康カ 一番 スポーッ選手に 
なれ 

（川倉のじじ・ばばよリ） 

呼言ン一～、、 

ミ 
ー‘ 

、’ 

ま
 
一，馴
り
 み
 

磨
 
実
 

 

，
、
 

‘
・
 

 
L'
)Fー

 
 ノ

 一
か
 
「一

 
 

)
'
  )
  

ー
 

？
 

一
 
 

」一
 
，
 

」
一
 

 

、
 

一
 
心
 

夏か 

乃の F奪畿 

「 

れ 
蓮 ん 

健康で優しい子に育ってね 

（両親よリ） 

元気に大きく育ってね 

（父兼仁より） 

まんまる顔でまんまる頭の長
男！！性格もまあるくなってほ 
しいなあ～!! 	（家族一同） 

綾
  

詞
轍
・
縛
琳1
s
 

 

欝
雲
 

”
」
 

 

』
 

「
ー
  

一

（
 

 

愛あ 

巳み ぢ 
！佑

ゆ 

」望み 

大きくなったら一緒にあそぽ 
うね 

（姉緋加留よリ） 

元気に育ってほしい 

（両親より） 

優しくて素直な子になってほ 
しい 

（両親より） 

i 	 （ 	「 

‘織， 	、‘ 

、曹篇 

晴g 

崇券 

」
一
上
 
愛
子

（
5
1才
）
金

古

川
 
エ
 
ッ

（
6
5
 

 

A
l
 

勝
 
弘
（
5
4
 ）
嘉
  

「
田
中
真
由
美

（
金
一
）
金
  

（
石
岡
絵
利
子
（
弘
美

）
鯵
  

「
桑
田
 
愛
美

（唯
昭
）
嘉
  

（
沢
田
 
寿
夫
（
誠
一
）
金

浜
 
田
 
そ

よ
（
8
8
 
嘉

阿

部
 
ヒ
 
テ

（
9
1オ
）
金

棟

方
 
謙

造

（
8
1才
）
嘉

白
瀬
 

孝

正
（
6
6
 ）
金
  

〈
日
置
 
早
苗
（
八
州
雄
）
金
 
 

（
大
川
 
吉
貴

（
武
治
）
五
所

秋
村

米
太
郎

（
6
9
 
嘉
  

（
塚
本
 
浩
史

（
武
雄
）
栃
・
 
 

（
札
合
 
誉

（
良宰
）
岩
一
 

お

く
や
み
 

やさしい子に育ってほしい 

（母加奈子より） 

市木木瀬瀬瀬木 i頼 
こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い

る
力
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を

希
望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓

ロ
に
届
出

の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

外

崎
 
タ
 

ミ

（
7
7オ
）
喜
良
市

工
 
藤
武

一
郎

（
8
8才
）
藤
 
枝
 

、
ー
伝
一
一一
一
『
版

ー
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

・

七
月
十
五
日
 

喜
良
市
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
前
 

黒
の
小
銭
入
れ
 

・

八
月
二
日
 

青
森
銀
行
金
木
支
店
駐
車
場
 

女
性
用
腕
時
計
 

・

八
月
四
日
 

川
倉
奏
の
河
原
 

黒
の
財
布
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
 

署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑥
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

／
 

、
 

広報かなぎ（12) 


